
みんな、�

絶対見てね。�
ぜっ�たい�み�

ミューンがどんな�

活躍をするのか、�

楽しみだね。�

かつ�

たの�

やく�

みんなは、宮城県の�

テレビ番組があるって�

知ってる？�

�

し�

ばん�ぐみ�

みや� ぎ�けん�

４月から新しい�

テレビ番組が始まるんだよ。�
ばん�ぐみ� はじ�

がつ� あたら�

ド　　ン�

「たきたて！みやぎＤＯＮ」�
仙台放送　4月19日（土）スタート�

毎月第3土曜日 午後1時～午後1時25分�

せんだいほうそう� がつ� にち� ど�

ご　ご�まいつき�だい� ど  よう  び� じ� ご　ご� じ� ふん�

ふん� ふん�
再放送　放送日の翌週火曜日�

　　　　午前1時33分～午前1時58分�

さいほうそう� ほうそう び� よく� か�よう�び�しゅう�

ご ぜん� ご ぜん�じ� じ�

　このほかにも「たきたて！みやぎＤＯＮ」

が４月からスタートします。�

　この番組には、ホットで新鮮な「みやぎ」

の今がたくさん！県内のいろいろな所の

楽しい話題を紹介する「ダテナビ１００選」、

おいしい食材を紹介する「旬のひと味」

などのコーナーがあります。�

ばん�

いま� けん�ない� ところ�

わ�

しょく�ざい�

だい�

しょう� しゅん� あじ�かい�

せん�

ぐみ� しん�せん�

がつ�

ド　ン�

たの� しょう�かい�

な�まえ�

みや�

う�し� ちゅう�

ぎ�けん�
の�

の�

い�

もの�

う�ちゅう�

みや�

まい� わ� し�しゅう�

けん� じょう�ほう�ぎ�

ボクの名前は�

ミューン。�

宮城県のことを�

知るために、宇宙から�

やってきたんだ。�

この乗り物はトライスター。�

これに乗って、いろいろな�

ところへ行くよ。�

宇宙からやってきたサイ
ボーグ「ミューン」。�
ミューンが宮城県の情報
を毎週分かりやすくお知
らせします。�

宮城テレビ 4月14日（月） スタート�
毎週月曜日午後9時54分～9時57分�

みや�

まい�しゅう�げつ� よう� び� ご� ご� じ� ふん� じ� ふん�

がつ� げつ�にち�ぎ�

古紙配合率100％ 白色度70％�
再生紙を使用しています�

この「みやぎ県政だより」は、88万部制作し、�
1部当たりの経費（印刷・発送）は26円です。�

環境に優しい大豆油インキを�
使用しています�
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【
財
政
健
全
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
】�

　
平
成
十
三
年
度
当
初
予
算
を
ベ
ー
ス
に
名

目
経
済
成
長
率
を
０
％
と
仮
定
し
て
、県
の

中
期
的
な
財
政
見
通
し
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

財
源
不
足
の
累
計
が
平
成
十
七
年
度
ま
で
に

八
百
三
十
億
円
発
生
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
し
た
。こ
の
解
消
を
目
的
に
、平
成
十
三
年

十
月
に
平
成
十
七
年
度
ま
で
を
目
標
期
間
と

す
る「
財
政
再
建
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
作
成
、

公
表
し
、こ
れ
に
基
づ
き
、歳
入
の
確
保
と
歳

出
の
削
減
に
よ
る
財
政
健
全
化
と
事
業
の
重

点
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
�

【
臨
時
財
政
対
策
債
】�

端
的
に
言
え
ば
、国
の
財
源
不
足
に
よ
り
、本

来
は
地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
べ
き

も
の
が
、地
方
公
共
団
体
の
借
入
金
に
振
り

替
わ
っ
て
い
る
も
の
�

【
財
政
健
全
化
債
】�

　
自
主
的
な
財
政
再
建
に
取
り
組
む
地
方
自

治
体
に
認
め
ら
れ
る
特
例
的
な
地
方
債
�

注
１��　���� ������

注
２�����

注
３� 用

語
解
説�

「新年度の始まり」�
　４月は県庁にとっては、「明けましておめでとう」の季

節です。年度が明けて、新しい平成１５年度が始まるの

ですから、正月がまたやってくるような気分になります。�

　人事異動の季節でもあります。県庁の職員のざっと３

分の１が、新しい職場に異動になります。新規採用になっ

た職員を迎えるのもこの季節です。３３年前、私が職業

生活を始めたのもこの時期で、季節のにおいとともに、あ

の頃の甘酸っぱいような気持ちを思い出すのです。�

　桜の咲く時期ですから、南から順番に桜の便りが伝わっ

てきます。北の都でも桜が咲きほころびますが、花の盛り

は短く、あっという間に散っていきます。その頃になると、

宮城県庁全体としても、新年度の緊張感やぎこちなさか

ら解放されて、仕事もフル回転の時期に入っていくこと

になります。新規採用の若者たちも、いつまでも学生気

分ではありません。一皮むけて、プロの職員らしくなって

いく時期でもあります。�

　毎年、毎年繰り返すこの年中行事が、私にとっては、

いつも新鮮な驚きなのです。気持ちがワクワクしてくる

のを抑えることができません。新年度の誓いをひそかに

胸に刻み、「がんばるぞ」と自分に言い聞かせるのです。�

　冬の寒さの中でも毎朝ジョギングをしていた身には、

春風を感じながら走れることは、この上なく幸せなことです。

目の前には、新年度予算があります。財政状況が厳しい

中で、これだけはやらなければならない事業として確保し

た予算です。有効に、的確に使わなければなりません。

春の晴れた空を眺めながら、そんな決意を固めています。�

�

財
政
課�

　
０
２
２（
２
１
１
）２
３
１
５�

http
://w
w
w
.p
ref.m

iyag
i.jp
/zaisei/

お
問
い
合
わ
せ�

財
政
状
況
等
に
つ
い
て
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

で
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。�

��　
歳
入
の
面
で
は
、長
引
く

景
気
の
低
迷
に
よ
る
県
税
の

減
少
と
地
方
交
付
税
の
減

額
を
反
映
し
、県
債﹇
図
1

参
照
﹈に
つ
い
て
は
、臨
時
財

政
対
策
債（
注
２
）を
五
百

二
十
五
億
円
と
前
年
度
よ

り
大
幅
に
増
額
し
て
発
行

す
る
ほ
か
、財
政
健
全
化
債

（
注
３
）も
百
二
十
五
億
円
を

発
行
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
結
果
、全
体
と
し
て
は
、

前
年
度
を
四
十
四
％
上
回

る
一
千
百
八
十
七
億
円
を

発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、そ
れ

で
も
な
お
財
源
が
不
足
す
る
た
め
、財
政
調
整

基
金
な
ど
の
基
金（
県
の
貯
金
）を
百
二
十
億

円
取
り
崩
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

��　
こ
の
結
果
、県
財
政
の
基
本
と
な
る
一
般
会

計
で
は
、前
年
度
に
比
べ
て
○
・
九
％
、七
十
七

億
円
増
加
し
て
八
千
二
百
十
五
億
円
と
な
り

ま
し
た
が
、歳
出
で
公
債
費
が
七
十
四
億
円
の

増
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、事
業
費
ベ
ー
ス
で
は
、

平
成
十
四
年
度
と
同
規
模
の
緊
縮
型
の
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

五
年
連
続
の
緊
縮
型
予
算
�

�

［図2］県民1人あたりの歳出予算額� ［　］は平成14年度当初予算�

県
税
収
入
の
�

減
少
が
深
刻
化
�

�

を
重
視�
福
祉
福
祉�
福
祉
福
祉�
福
祉�

環
境
環
境�

環
境
環
境�

環
境�

教
育
教
育�

教
育
教
育�

教
育�

深
刻
な
県
内
経
済
が
影
響
�

　
県
の
財
政
状
況
は
、深
刻
な
雇
用
情
勢
や
高

水
準
で
推
移
す
る
企
業
倒
産
な
ど
の
県
内
の
経

済
を
反
映
し
、非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、県
税
収
入
は
二
年
連

続
し
て
大
き
く
落
ち
込
み（
平
成
十
四
年
度
に
比

べ
九
十
五
億
円
の
減
少
）、地
方
交
付
税﹇
図
1
参

照
﹈も
国
の
地
方
財
政
計
画
の
影
響
で
昨
年
に
引

き
続
き
大
き
く
落
ち
込
む（
平
成
十
四
年
度
に

比
べ
百
八
十
四
億
円
の
減
少
）な
ど
の
影
響
が
で

て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、財
政
健
全
化
と
雇
用

経
済
対
策
な
ど
の
緊
急
的
な
課
題
に
も
的
確
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、県
税
の
収
入
率
の
ア
ッ
プ
な

ど
の
歳
入
面
な
ど
の
努
力
に
加
え
、人
件
費
や
公

共
事
業
の
抑
制
、事
務
事
業
の
見
直
し
の
継
続
な

ど
、財
政
健
全
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム（
注
１
）に
基

づ
き
財
政
運
営
を
進
め
て
行
き
ま
す
。�

�

���　
平
成
十
五
年
度
当
初
予

算
は
、こ
の
よ
う
な
財
政
状

況
や
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、

歳
出
の
削
減
に
努
め
る
一
方

で
、「
み
や
ぎ
の
福
祉
・
夢
プ

ラ
ン
」の
一
層
の
推
進
や「
環

境
立
県
み
や
ぎ
」の
実
現
、「
み

や
ぎ
ら
し
い
教
育
」の
推
進

な
ど
に
重
点
予
算
関
連
枠

を
設
定
し
て
、予
算
の
シ
フ

ト
を
図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

雇
用
経
済
対
策
や
食
の
安

全
安
心
対
策
の
充
実
・
強
化

に
も
努
め
て
い
ま
す
。�

�

［図1］平成15年度当初予算（一般会計）�

雇
用
経
済
対
策
や
�

食
の
安
全
安
心
対
策
�

も
充
実
�

（単位：億円）�

緊
急
性
、優
先
度
の
高
い
事
業
に
重
点
配
分�

平
成
十
五
年
度
当
初
予
算（
一
般
会
計
）八
千
二
百
十
五
億
円�

高齢者の医療費や介護保険
の給付など市町村などが実施
する事業に交付するお金です�

道路や学校の建設事業など
に使うお金です�

所得税などの国税収入の一
部が国から交付されるお金で、
使用目的は特定されません�

公共施設の整備や財源不足
を補うため県が長期に借り入
れるお金です�

国が使用目的を特定して�
交付するお金です�

県民税や事業税などの県が�
徴収する税金です�

公立学校の教員や警察官
などを含む職員の給料など
に使うお金です�

県の借金にあたる県債の�
返済などに使うお金です�

児童扶養手当や生活保護
などの給付に使うお金です�

特集�

　
県
で
は
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
財
政
健

全
化
へ
向
け
て
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
平

成
十
七
年
度
ま
で
を
再
建
期
間
と
し
て

集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
平
成
十
五
年
度
の
当
初
予
算
は
、
公
債

費
﹇
図
１
参
照
﹈
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
状
況

の
中
で
、
実
態
に
応
じ
た
経
費
の
削
減
や

単
独
公
共
事
業
の
減
額
な
ど
再
出
の
抑

制
を
図
る
一
方
で
、
県
総
合
計
画
に
お
け

る
﹇
福
祉
、環
境
、教
育
﹈
の
三
つ
の
基
軸

や
緊
急
的
な
課
題
へ
の
的
確
な
対
応
に

努
め
て
い
ま
す
。�

　
今
回
は
、
平
成
十
五
年
度
当
初
予
算
の

あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。�

分・負担金 87（1.1％）�
使・手数料 179（2.2％）�
地方消費税清算金 408（5.0％）�

県税�

2,280
（27.8％）�

人件費�
2,881
（35.1％）�

義務的�
  経費�

  4,286
       （52.2％）�

公債費�

1,176
（14.3％）�

普通建設事業費�

1,455
（17.7％）�

補助費等�

1,486
（18.1％）�

投資的経費�

 1,516
    （18.518.5％）％）�

投資的経費�

 1,516
  （18.5％）�

　自主財源�

3,753

国庫支出金�
1,288
（15.7％）�

県債�
1,187
（14.5％）�

歳入�
8,215

歳出�
8,215

県民1人あたり34万6千円�

地方交付税�

　1,918
　　（23.3％）�

その他 238（2.8％）�

その他 478（5.8％）�

貸付金 449（5.4％）�

災害復旧事業費 61（0.8％）�

その他 69（0.8％）�

諸収入 561（6.8％）�

扶助費 229（2.8％）�

（45.7％）�

依存財源�

　 4,462
（54.3％）�
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次に、今年度に新たに取り組む主な事業等について、�
県総合計画（目標年次：2010年）に描かれた�
宮城の将来像の区分に沿って紹介します。�

みやぎの�
の実現�将来像�

�

み
や
ぎ
県
政
だ
よ
り
発
行
作
成
�

紙
質
の
見
直
し
に
よ
る
印
刷
経
費
の
節
減
�

宮
城
県
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
�

中
期
運
営
改
善
計
画
に
基
づ
き
補
助
額
を
縮
小
�

環
境
情
報
管
理
事
業
�

環
境
情
報
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
に
よ
る
節
減
�

産
業
教
育
フ
ェ
ア
補
助
金
�

補
助
額
の
見
直
し
�

●
�

�●
�

�●
�

�●
�

●
�

●
� 地
域
水
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
促
進
事
業
�

特
殊
建
築
物
等
の
定
期
報
告
業
務
委
託
�

事
業
規
模
の
縮
小
�

�事
業
の
廃
止
�

� 平
成
十
五
年
度
に
お
け
る
�

主
な
見
直
し
事
業
�

百
六
十
五
件
　
九
億
四，
四
一
三
万
円
�

�

を重視�福祉�環境�教育�
特集�

　
国
民
体
育
大
会
及
び
�

　
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
�

　
記
念
基
金
事
業
�

自
然
と
共
生
し
、生
涯
を
通
じ
て
地
域
で�

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
宮
城
の�

く
ら
し
�

創
造
性
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
産
業
活
動
が�

展
開
さ
れ
る
宮
城
の�

な
り
わ
い
�

住
民
参
加
に
よ
る
個
性
と
誇
り
に
満
ち
た�

自
立
的
な
地
域
社
会
と
な
る
宮
城
の�

ふ
る
さ
と
�

地
球
時
代
に
対
応
し
た
多
様
な
交
流
が�

活
発
化
す
る
宮
城
の�

ま
じ
わ
り
�

　
み
や
ぎ
女
性
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）�

　
運
営
事
業
�

���　
み
や
ぎ
障
害
者
プ
ラ
ン
策
定
事
業
�

▼
三
百
万
円
�

　
国
の
障
害
者
プ
ラ
ン
の
見
直
し
や
介
護
保
険
・

支
援
費
制
度
の
導
入
な
ど
の
最
近
の
情
勢
を

踏
ま
え
、平
成
十
六
年
度
に
向
け
て
現
行
プ
ラ

ン
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
�

　
共
生
型
地
域
生
活
支
援
モ
デ
ル
事
業
�

▼
一
千
七
百
万
円
�

　
重
症
心
身
障
害
児
が
地
域
と
関
わ
り
な
が

ら
生
活
で
き
る
モ
デ
ル
的
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

運
営
を
行
い
ま
す
。�

　
精
神
障
害
者
自
立
生
活
支
援
事
業
�

▼
二
千
二
百
万
円
�

　
精
神
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

で
き
る
よ
う
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
宿
泊

体
験
の
機
会
の
提
供
や
外
出
支
援
を
行
い
ま
す
。�

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
促
進
事
業
�

▼
一
千
万
円
�

　
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、県

内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
す
。�

　
精
神
科
救
急
医
療
体
制
推
進
事
業
�

▼
一
億
一
千
五
百
万
円
�

　
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー（
旧
名
取
病
院
）で
、

通
年
夜
間
の
救
急
診
療
体
制
を
運
営
す
る
と

と
も
に
、二
十
四
時
間
体
制
の
相
談
窓
口
を
設

置
し
ま
す
。�

　
県
立
こ
ど
も
病
院
整
備
事
業（
継
続
）�

▼
百
十
九
億
二
千
六
百
万
円
�

　
平
成
十
五
年
十
一
月
開
院
に
向
け
て
、県
立

こ
ど
も
病
院
の
建
設
を
進
め
ま
す
。平
成
十
五

年
度
は
八
十
八
床
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す（
最
終
は

百
六
十
床
）。�

�　
子
ど
も
デ
イ
ケ
ア
事
業
�

▼
一
千
万
円
�

　
注
意
欠
陥
多
動
障
害
や
不
登
校
等
に
対
応

し
た
医
療
、学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、生
活
技

能
を
高
め
る
た
め
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。�

��▼
二
億
一
千
万
円
�

　
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
、婦
人
保
護
施
設
、母
子

生
活
支
援
施
設
を
集
合
独
立
方
式
で
運
営
し
、

一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。�

　
農
産
物
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
促
進
事
業
�

▼
五
千
三
百
万
円
�

　
米
・
麦
・
大
豆
の
生
産
履
歴
情
報
を
消
費
者

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
入
手
で
き
る
シ
ス
テ
ム
構

築
に
助
成
し
ま
す
。�

　
仙
台
中
央
警
察
署
建
設
事
業
�

▼
三
十
一
億
九
千
六
百
万
円
�

　
平
成
十
七
年
二
月
の
移
転
を
目
指
し
て
、仙

台
中
央
警
察
署
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。
�

　
脱
二
酸
化
炭
素
連
邦
み
や
ぎ
形
成
事
業
�

▼
一
千
六
百
万
円
�

　
特
定
の
温
泉
街
、商
店
街
を
重
点
モ
デ
ル
地

区
に
選
定
し
、二
酸
化
炭
素
極
小
化
に
向
け
た

モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
�

����　
新
系
統
豚
造
成
事
業
�

▼
一
千
万
円
�

　
平
成
元
年
に
完
成
し
た
系
統
豚「
ミ
ヤ
ギ
ノ
」

に
続
く
新
し
い「
ミ
ヤ
ギ
ノ
」の
造
成
を
進
め
ま
す
。�

�　
電
子
認
証
基
盤
整
備
事
業
�

▼
二
千
五
百
万
円
�

　
行
政
手
続
に
関
す
る
電
子
認
証
を
民
間
の

認
証
基
盤
を
活
用
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で

連
携
で
き
る
よ
う
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。�

　
�

　
首
都
圏
県
産
品
販
売
等
拠
点
整
備
事
業
�

▼
九
千
万
円
�

　
首
都
圏
で
県
内
企
業
や
市
町
村
支
援
等
の
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
機
能
を
持
つ
県
産
品
等
の
販
売

拠
点
の
整
備
を
進
め
ま
す
。�

　
漁
業
構
造
改
善
対
策
費（
継
続
）�

▼
二
億
六
百
万
円
�

　
安
全
で
安
心
な
食
品
と
し
て
、消
費
者
か
ら

信
頼
さ
れ
る
カ
キ
を
生
産
す
る
た
め
の
浄
化
施

設
の
設
置
等
に
支
援
を
し
ま
す
。�

　
リ
ー
ス
制
度
導
入
可
能
性
調
査
事
業
�

▼
一
千
万
円
�

　
多
様
化
す
る
企
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
魅

力
の
あ
る
投
資
環
境
を
創
出
す
る
た
め
、リ
ー

ス
型
工
業
団
地
制
度
や
貸
し
工
場
制
度
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。�

　
中
小
企
業
再
生
融
資
保
証
事
業
�

▼
保
証
枠
六
億
円
�

　
中
小
企
業
地
域
再
生
協
議
会
の
支
援
を
受

け
て
、再
生
し
よ
う
と
す
る
中
小
企
業
者
が
融

資
を
受
け
る
際
に
、特
別
保
証
を
行
い
ま
す
。�

　
国
際
経
済
交
流
促
進
事
業
�

▼
二
千
八
百
万
円
�

　
中
国
上
海
に
お
い
て
、東
北
六
県
に
よ
る
見

本
市
や
企
業
誘
致
説
明
会
、ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
セ

ミ
ナ
ー
を
総
合
的
に
開
催
し
ま
す
。�

　
障
害
者
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア
設
置
事
業
�

▼
一
千
五
百
万
円
�

　
障
害
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
研
修
な
ど
就
労
に
向

け
た
人
材
育
成
、Ｉ
Ｔ
利
用
相
談
な
ど
を
障
害
者

が
中
心
と
な
っ
て
運
営
す
る
場
を
整
備
し
ま
す
。�

���　
中
高
一
貫
教
育
推
進
事
業（
継
続
）�

▼
一
千
万
円
�

　
志
津
川
・
歌
津
地
域

で
連
携
型
中
高
一
貫

教
育
を
本
格
的
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、併

設
型
中
高
一
貫
校
の
設

置
に
向
け
て
準
備
を

進
め
ま
す
。�

　
県
立
高
等
学
校
再
編
統
合
施
設
整
備
事
業
�

▼
八
億
八
千
万
円
�

　
角
田
、築
館
、気
仙
沼
、石
巻
・
矢
本
地
区
の

高
校
の
再
編
統
合
に
向
け
て
、平
成
十
七
年
四

月
開
校
を
目
標
に
校
舎
等
を
増
改
築
し
ま
す
。�

　
障
害
児
就
学
支
援
調
査
研
究
事
業
�

▼
一
千
万
円
�

　
障
害
の
重
い
子
ど
も
が
通
常
学
級
で
学
習

す
る
際
の
指
導
形
態
や
支
援
体
制
な
ど
を
市

町
村
と
共
同
で
研
究
し
ま
す
。�

���▼
一
億
八
百
万
円
�

　
県
民
が
等
し
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境

の
整
備
を
促
進
し
、グ
ラ
ン
デ
ィ
２１
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
等
を
開
催
し
ま
す
。�

��

　
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
フ
ァ
ン
ド（
仮
称
）事
業
�

▼
一
千
五
百
万
円
�

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、

公
益
信
託
方
式
に
よ
る
資
金
支
援
制
度
を
構

築
し
ま
す
。�

　
み
や
ぎ
新
し
い
ま
ち
・
未
来
づ
く
り
推
進
費（
継
続
）�

▼
一
億
五
千
七
百
万
円
�

　
加
美
町
に
合
併
後
の
支
援
と
各
地
域
の
合

併
研
究
会
等
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。�

����　
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
整
備
推
進
事
業（
継
続
）�

▼
十
九
億
五
千
六
百
万
円
�

　
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
整
備
に
向
け
て
用

地
取
得
、路
盤
工
事
等
を
進
め
ま
す
。�

　
臨
空
都
市
区
画
整
理
推
進
事
業（
継
続
）�

▼
十
二
億
四
千
二
百
万
円
�

　
名
取
市
下
増
田
・
関
下
両
地
区
の
区
画
整
理

事
業
を
推
進
し
ま
す
。�

　
港
湾
都
市
整
備
事
業（
継
続
）�

▼
三
十
四
億
三
千
九
百
万
円
�

　
仙
台
港
背
後
地
の
セ
ン
タ
ー
地
区
に
つ
い
て
、

平
成
十
五
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
整
備
を

進
め
ま
す
。�

　
ブ
ラ
ジ
ル
宮
城
県
人
会
館
建
替
助
成
事
業
�

▼
五
千
万
円
�

　
老
朽
化
の
著
し
い
ブ
ラ
ジ
ル
宮
城
県
人
会
館

の
建
て
替
え
に
支
援
し
ま
す
。�

�
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市
町
村
合
併
第
一
号
�

加
美
町
誕
生
�

広
が
っ
て
い
ま
す
合
併
の
動
き�

か
�

み
�

ま
ち
�

�

�

県内市町村合併の動き�
（平成15年3月11日現在） �

加
美
町
誕
生
�

　
平
成
十
五
年
四
月
一
日
に
誕
生
し
た
加
美

町
は
、平
成
十
年
に
合
併
研
究
会
を
設
置
し
て

以
来
、お
よ
そ
五
年
間
に
及
ぶ
検
討
・
協
議
を

し
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、中
新
田
町
、小
野

田
町
、宮
崎
町
の
三
町
が
今
ま
で
培
っ
て
き
た
地

域
資
源
や
活
力
を
結
集
し
、新
し
い
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
た
め
、一
つ
の
新
し
い
町
に
な
り

ま
し
た
。�

　
加
美
町
の
誕
生
は
、全
国
で
進
む「
平
成
の

大
合
併
」の
県
内
第
一
号
で
す
。県
で
は
、今
後

も
加
美
町
の
皆
さ
ん
の
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
、積
極
的
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。�

�ま
ち
の
将
来
を
考
え
よ
う
�

　
市
町
村
の
自
主
的
な
合
併
を
推
進
す
る
、市

町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律（
合
併
特

例
法
）の
期
限
は
、平
成
十
七
年
三
月
末
と
い
う

こ
と
か
ら
、各
地
で
合
併
に
関
す
る
議
論
が
活

発
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
全
国
で
は
、平
成
十
五
年
四
月
一
日
に
加
美

町
を
含
む
十
一
の
市
町
村（
表
）が
合
併
に
よ
り

誕
生
す
る
ほ
か
、八
割
以
上
の
市
町
村
が
、複
数

の
市
町
村
間
で
協
議
会
等（
法
定
協
議
会
、任

意
協
議
会
、研
究
会（
注
））を
設
置
し
、合
併
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。�

　
県
内
で
も
、加
美
町
誕
生
に
続
き
、各
地
で

法
定
協
議
会
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、合

併
へ
の
取
り
組
み
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
を
み
ん
な
で
考
え
て
い

く
こ
と
は
、合
併
を
す
る
・
し
な
い
に
か
か
わ
ら

ず
、そ
れ
自
体
が
地
域
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産

に
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、市
町
村（
合
併

協
議
会
）が
具
体
的
な
情
報
を
提
供
し
、住
民

の
皆
さ
ん
が
合
併
の
議
論
に
積
極
的
に
参
加
し
、

実
り
あ
る
議
論
が
各
地
域
で
行
わ
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。�

　
県
で
も
、合
併
協
議
会
へ
の
参
画
、合
併
協
議

会
事
務
局
へ
の
職
員
派
遣
、財
政
支
援
な
ど
、

合
併
協
議
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。�

　
今
、ま
ち
の
将
来
に
つ
い
て
み
ん
な
で
真
剣
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
�

�

H15.4.1合併�

加美町�

未来都市づくり研究会�

H15.2.14設立�
塩竃市、多賀城市、松島町、�
七ヶ浜町、利府町、大和町、�
大郷町、富谷町、大衡村�

矢本町・鳴瀬町�
合併準備委員会�

H15.2.5設立�
築館町、若柳町、栗駒町、�
一迫町、瀬峰町、鶯沢町、�
金成町、志波姫町、花山村�
（H15.7法定協議会設置予定）�
�

登米地域合併推進協議会�

H14.12.6設立�
迫町、登米町、東和町、中田町、�
豊里町、米山町、石越町、南方町�
  H15.4津山町を加えた9町で�
  法定協議会設置予定�

H15.1.29設立�
白石市、蔵王町、七ヶ宿町�

白石市・蔵王町・七ヶ宿町合併に�
関する共同研究会�

H15.2.20設立�
角田市、丸森町�

角田市・丸森町�
市町村合併共同研究会�

市町村合併制度研究会�

H14.6.28設立�
志津川町、津山町、本吉町、�
唐桑町、歌津町�

H15.2.28設立�
古川市、松山町、三本木町、鹿島台町、�
岩出山町、鳴子町、田尻町、瀬峰町�
（H15.6～7法定協議会設置予定）�

http://w
w
w
.pref.m

iyagi.jp/sichouson/�
gappei/index-g.htm

み
や
ぎ
新
し
い
ま
ち
・
未
来
づ
く
り
相
談
コ
ー

ナ
ー（
市
町
村
課
、気
仙
沼
地
方
振
興
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
各
地
方
県
事
務
所
内
）�

お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
窓
口
�

�市
町
村
課
�

� 基
本
理
念
�

ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
享
受
で
き
、�

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
、�

創
造
的
な
文
化
活
動
や
産
業
活
動
が
�

活
発
に
行
わ
れ
る
地
域
社
会
の
創
造
�

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
�

美
し
い
自
然
、こ
こ
ろ
や
さ
し
い
人
々
、�

活
力
あ
る
生
活
文
化
の
ま
ち
・
加
美
�

人
口
／
二
万
八
千
三
百
三
十
人（
県
内
十
六
番
目
）�

面
積
／
四
百
六
十
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
�

　
　
　（
県
内
二
番
目
）�

H15.2.10設立�
気仙沼市、本吉町、唐桑町�
（H15.5法定協議会設置予定）�

（H15.4法定協議会設置予定）�

気仙沼市・本吉町・唐桑町�
法定合併協議会設置準備会�

石巻地区1市5町�
任意合併協議会�

H15.2.24設立�
石巻市、河北町、雄勝町、�
河南町、桃生町、北上町�

大崎地方合併推進協議会�

亘理町・山元町合併研究会�

H14.11.12設立�
亘理町、山元町�

法定協議会　　任意協議会　　研究会�

加美町�

神流町�

南アルプス市�

�

山県市�

静岡市�

都道府県�新しい市町村名�合併した市町村名�

H15.2.21設立�
矢本町、鳴瀬町�

H14.12.25設立�
柴田町、村田町、大河原町�

柴田町・村田町・�
大河原町合併協議会�

加
美
町
誕
生
ま
で
の
経
緯
�

か
�

み
�
ま
ち
�

加
美
町
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
�

�
（
注
）廃
置
分
合
…
市
町
村
の
分
割
、分
立
、合
体
、編
入
な
ど
の
総
称
�

平
成
十
年
五
月
二
十
九
日
�

●
加
美
郡
町
村
合
併
研
究
会
設
立
�

平
成
十
三
年
四
月
二
日
�

●
加
美
郡
四
町
合
併
推
進
協
議
会（
任
意
協
議
会
）設
立
�

平
成
十
四
年
二
月
一
日
�

●
加
美
郡
四
町
合
併
協
議
会（
法
定
協
議
会
）設
立
�

平
成
十
四
年
十
一
月
八
日
�

●
中
新
田
町
・
小
野
田
町
・
宮
崎
町
合
併
協
議
会
�

　（
法
定
協
議
会
）設
立
�

平
成
十
五
年
一
月
八
日
�

●
合
併
協
定
調
印
式
�

平
成
十
五
年
一
月
九
日
�

●
三
町
臨
時
議
会
で
議
決
�

平
成
十
五
年
一
月
十
日
�

●
県
へ
廃
置
分
合
申
請
書
の
提
出
�

平
成
十
五
年
二
月
十
八
日
�

●
廃
置
分
合
議
案
の
県
議
会
議
決
、知
事
の
廃
置
分
合
決
定
処
分
�

平
成
十
五
年
四
月
一
日
�

●
「
加
美
町
」
誕
生
�

﹇
平
成
十
二
年
国
勢
調
査
に
よ
る
﹈�

（� ）�

（H15.6法定協議会設置予定）�

　
市
町
村
が
主
役
と
な
る
地
方
分
権
時

代
に
向
け
て
、市
町
村
は
、公
的
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
住
民
の
満
足
度
と
生
活
の

質
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、行
政
能
力
を
強

化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
県
内
で
は
、市
町
村
合
併
の
動
き
が
広

が
っ
て
お
り
、四
月
一
日
に
加
美
町
が
誕

生
す
る
ほ
か
、各
地
で
合
併
を
議
論
す
る

協
議
会
等
が
発
足
し
、合
併
へ
の
取
り
組

み
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。�

「
法
定
協
議
会
」
と
は
、地
方
自
治
法
お
よ
び
合
併
特
例
法
に
基
づ

く
協
議
会
の
こ
と
で
、各
市
町
村
議
会
の
議
決
を
経
て
設
置
さ
れ

ま
す
。「
任
意
協
議
会
」
お
よ
び
「
研
究
会
」
は
、議
会
の
議
決
を
経

ず
に
設
置
さ
れ
ま
す
。「
任
意
協
議
会
」
の
構
成
は
、法
定
協
議
会

に
準
じ
た
も
の（
住
民
代
表
の
参
加
な
ど
）で
、「
研
究
会
」
は
首
長
、

議
長
、職
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
�

（
注
）法
定
協
議
会
・
任
意
協
議
会
・
研
究
会
�

�

宮城県�

群馬県�

山梨県�

�

岐阜県�

静岡県�

中新田町、�
小野田町、宮崎町�
�
万場町、中里村�
�

静岡市、清水市�

高富町、伊自良村、�
美山町�
�

八田村、白根町、�
芦安村、若草町、�
櫛形町、甲西町�
�

大崎上島町�

呉市�

東かがわ市�

新居浜市�

宗像市�

あさぎり町�

都道府県�新しい市町村名�合併した市町村名�

広島県�

�

香川県�

愛媛県�

福岡県�

熊本県�

大崎町、東野町、�
木江町�
�
呉市、下蒲刈町�
�

上村、免田町、岡原村、�
須恵村、深田村�

宗像市、玄海町�
�

新居浜市、別子山村�
�

引田町、白鳥町、�
大内町�
�

か み まち�

かん な まち�

やまがた し�

おおさきかみじまちょう�

くれ し�

むなかた し�

栗原地域合併推進協議会�

（表）平成15年4月1日に誕生したまち�

県政ニュース�

みやぎ県政だより　15.4.1 6みやぎ県政だより　15.4.17



  　
自
称「
日
本
一
セ
リ
フ
覚
え
の
悪
い
劇
団
」

福
祉
劇
団『
鶴
亀
』（
柴
田
町
）が
、こ
れ
ま
で

の
地
道
な
活
動
を
認
め
ら
れ
、「
地
域
づ
く
り

総
務
大
臣
表
彰
」を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
劇
団
は
、「
あ
る
お
年
寄
り
が
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
横
文
字
が
分
か

ら
ず
、せ
っ
か
く
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
」と
い
う
話
に
心
を
痛
め
た
ボ
ラ
ン
ティ

ア
に
よ
っ
て
、平
成
三
年
三
月
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。「
見
て
分
か
る
福
祉
劇
」で
伝
え
た
い
。

そ
の
思
い
が
団
員
を
集
め
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、役
者
は
高
齢
者
ば
か
り
。な
か
な

か
セ
リ
フ
を
覚
え
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
…
。

そ
こ
で
、そ
の
よ
う
な
時
は
、み
ん
な
で
セ
リ
フ

を
分
け
た
り
、扇
子
等
に
書
く
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
素
人
劇
団
で
す
が
、い
つ
も

観
客
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
、自
分
達
も
楽

し
み
な
が
ら
演
じ
て
い
ま
す
。公
演
等
回
数
は
、

十
二
年
間
で
、二
〇
〇
回
を
超
え
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。�

　
十
八
番
は
、

介
護
保
険
を

題
材
に
、お
だ

づ
も
っ
こ
な
お

殿
様
と
そ
れ

を
取
り
巻
く

家
老
や
腰
元

ら
が
登
場
す

る
大
爆
笑
時

代
劇
「
今 

と

の
さ
ま 

介
護

中
」で
す
。 �

　
ま
た
、最
近
で
は
福
祉
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
一
目
千
本
桜
の
ご
と
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
真
っ
盛
り
の

地
域
づ
く
り
」を
目
指
し
て
、知
事
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

劇
で
共
演
し
た
り
、お
だ
づ
も
っ
こ
文
化
祭
Ｎ

Ｐ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
演
し
た
り
と
積
極
的
な

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。�

　「バリアフリー住宅」と聞いて、皆さ
んはどんな家を思い浮かべますか。この
「バリアフリー住宅」を実際に体験でき
るのが、「本吉町バリアフリー体験学
習館」です。介護ベッドや障害者用の
浴室、トイレ、台所などを備えたバリアフ
リー住宅体験室では、実際に触れて、
使い勝手などを体験することができます。�
　このほか相談室や研修室もあり、バ
リアフリー住宅相談、居宅介護予防研
修、介護予防推進に必要な研修などを
受けることもできます。見学は無料です
ので、ご希望の方は下記までお申込み
ください。�
●開館日：火曜日～日曜日�
　　　　　（月曜日、年末年始、お盆は休館）�
●開館時間：８：３０～１７：００�

　七ヶ宿町の滑津大滝自然公園内に、
昨年、農林産物直売所「旬の市七ヶ
宿」がオープンしました。�
  この直売所では、５１名の農家の皆
さんが丹精込めて作った朝採りの野菜、
旬の山菜、手作りの木工品、民芸品
等が販売されています。特に、春には
タラの芽、わらび等、秋には舞茸、な
めこ等の山の幸が豊富です。�
  また、併設するレストランでは、地元
の食材を生かしたおこわや山菜天ぷ
ら等を提供していて、中でも七ヶ宿町
特産の乙女ゆりのエッセンスが入っ
た「乙女ゆりソフトクリーム」はここで
しか味わえない一品です。�
  大自然の恵みと素朴さを味わいに
ぜひお出かけください。�

　今月２７日に涌谷城址下の江合川
左岸河川敷（特設コース）を会場に「第
５３回東北輓馬競技大会」が開催さ
れます。日ごろ、農耕や木材運搬など
の力仕事で社会に貢献している輓馬
が東北各地から集結し、その馬力を
競い合います。�
　競技は、１００メートルの直線コースを
各階級ごとに違う荷重を載せたソリを
引かせて、途中２箇所の障害を乗り越
えてタイムを競うものです。積載荷重が
最大で２６０貫（９７５㎏）に達する階級
もあり、迫力ある走りを見せてくれます。�
　涌谷城址周辺の桜が満開のこの
時期に、ぜひ足を運んでみてはいか
がでしょうか。�
●日時：４月２７日（日）（開会式…午前９時�
　４５分から、競技開始…午前１０時から）�

　伊達騒動を戯曲化した歌舞伎の「伽
羅先代萩」。ここに登場する幼君の
乳母である政岡（白河志摩義実夫人）
は、幼君を守るため実子を犠牲にし、
幼君亀千代（芝居では鶴千代）を伊
達家４代藩主綱村に育て上げた烈婦
として描かれています。この政岡の功
績をたたえ霊を慰めるのが「政岡まつ
り」です。今年は５０回目を迎え、白河
家御廟の墓前祭では、藩祖伊達政
宗公が愛された勇壮な「八ッ鹿踊」が
奉納され、その後、武者行列を先頭に
子どもたちによるパレード、行政区ごと
に作られた見事な山車の行列、伝統
芸能である神楽、八ッ鹿踊が町内を
練り歩き、祭りに華を添えます。�
●日　時：４月２９日みどりの日 �
●場　所：一迫町真坂商店街ほか�

　南方町の春の風物詩になっている
のが、旧迫川沿いを彩る桜並木です。
前を見ても、後ろを振り返っても、ピンク
色の花が視界いっぱいに広がる桜のト
ンネルは、ため息が出るような美しさです。�
　この桜並木は、地元の高石商店会
の皆さんが昭和４８年に桜の苗木を植
樹したのが始まりで、それ以来、少しず
つ数を増やしながら大切に育てられて
きました。その努力が認められて、平成
１２年には、「日本さくらの会」の功労者
として高石商店会が表彰されています。�
　また、同町内の大嶽山では奥州三
十三観音の大嶽山興福寺が鎮座す
る静かな小山を可憐な桜が彩ります。
桜の見頃は、例年４月の中旬頃から。
ぜひ、一度足をお運びください。�

　石巻地域の素材を使った手作り
豆腐セット「石巻グルメキットシリーズ
とうふ名人」が完成しました。この豆
腐キットは、石巻地域の官民６団体
で構成する「石巻地域食材キット等
開発普及振興会」が開発したもので、
河南町の大豆、石巻万石浦の天然
にがり、石巻地方の山林で育ったス
ギの型箱、しぼり布、仕上げ布がセッ
トになっています。この基本セットで、
２丁ずつ２回、計４丁の豆腐を作るこ
とができ、セットの使用後は、大豆と
にがりだけの追加購入もできます。�
　また、オプション販売の小エビや
カキエキスなどを使えば、家庭で手
軽にオリジナル豆腐を楽しめます。
基本セットは、一式２,８００円（税・送
料別）で販売中です。�

手軽に豆腐づくり�バリアフリーについて学ぼう� ピンクに染まる桜のトンネル�
旧迫川沿いの桜並木�

歌舞伎「伽羅先代萩」のヒロイン�
第５０回政岡まつり�

～しおがまの食“真”発見～�
 第２１回しおがま市民まつり�力自慢の輓馬が集結！��  山の幸がいっぱい�

「旬の市七ヶ宿」�

仙南地域�

気仙沼・�
本吉地域�

仙南地域�

仙台地域�

大崎地域�

栗原地域�

登米地域�

石巻地域�

七ヶ宿町�

仙 南 地 域 �

�

大崎地域� 涌谷町�栗原地域�登米地域� 南方町� 一迫町�気仙沼・本吉地域� 本吉町� 石巻地域� 河南町� 仙台地域� 塩釜市�

　“塩竈の食材のおいしさを再認識
してもらいたい”との思いを込めて、「し
おがまの食“真”発見」をテーマに、４
月２７日（日）ＪＲ仙石線本塩釜駅前を
会場に「第２１回しおがま市民まつり」
が開催されます。�
　会場では、新しい塩竈の名物を作
ろうと、市民のアイディアを生かし、塩
竈の食材を使った「創作のり巻き」
作りと試食が行われます。また、「マ
グロステーキ」、鱈やすり身が入った
「塩竈汁」の試食や地場産品即売会、
野菜のつかみ取り、金魚すくい大会
なども行われ、大人から子どもまで楽
しめる内容になっていますので、ご家
族おそろいでお出かけ下さい。�

問�旬の市七ヶ宿�
………………　�

……………　�
問�一迫町観光協会�

………�
問�涌谷町産業振興課商工観光振興室�………………　�

問�南方町商工観光課�

………………　�

………………　�
問�いしのまき農業協同組合河南基幹支店�

�

問�特別養護老人ホーム「春圃苑」�

………………　�
本吉町健康福祉課� 問�塩釜商工会議所青年部�

………………　� �

萬
画
の
国
石
巻
へ�

マ
ン
ガ
列
車
発
進
！�

見
て
分
か
る�

「
お
だ
づ
も
っ
こ
な
福
祉
劇
」�

〜
高
齢
者
が
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
〜�

　
先
月
二
十
二
日
か
ら
、Ｊ
Ｒ
仙
石
線
で
、マ
ン

ガ
列
車
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。こ
の
マ
ン
ガ

列
車
は
、石
巻
市
が
推
進
し
て
い
る
マ
ン
ガ
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
協
力
を
得
て
誕
生
し
、た
く
さ
ん
の
公

募
の
中
か
ら
、愛
称
を「
マ
ン
ガ
ッ
タ
ン
ラ
イ
ナ
ー
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。�

　
マ
ン
ガ
ッ
タ
ン
ラ
イ
ナ
ー
に
は
、各
車
両
に
、サ

イ
ボ
ー
グ
０
０
９
や
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
、漫

画
家
の
故
石
ノ

森
章
太
郎
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
毎

週
土
、日
曜

と
祝
日
に
乗

る
と
、乗
客

に
は
乗
車
記

念
証
明
書

が
発
行
さ
れ

ま
す
。
こ
の

証
明
書
を

提
示
す
る
と
、

石
巻
駅
か
ら
石
ノ

森
萬

画
館
ま
で
を
結
ぶ
マ
ン

ガ
ロ
ー
ド
な
ど
の
商
店

街
で
、楽
し
い
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。�

　
ま
た
、石
ノ

森
萬
画
館

で
は
、年
間
を
通
じ
て
企

画
展
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

六
月
二
十
二
日
ま
で
は
、

作
品
発
表
三
十
周
年
を

迎
え
る「
釣
り
キ
チ
三
平
」

を
中
心
と
し
た「
矢
口

高
雄
館
長
展
」
を
開
催

中
で
す
。マ
ン
ガ
列
車
に

乗
っ
て
、「
萬
画
の
国
・
い

し
の
ま
き
」へ
、ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。�

■
石
巻
市
街
づ
く
り
推

進
課
　
０
２
２
５（
９
５
）

１
１
１
１（
内
線
５
７
５
）�

おだづもっこ文化祭NPOフォーラム／白石市碧水園能楽堂�

宇宙船をイメージした石ノ森萬画館�

問�

石 巻 地 域 �

http://www.kurikoma.or.jp/ ãyame/�
�
�

http://www.town.minamikata.miyagi.jp/

○石森プロ／ショウプロジェクト�C

おおだけさん�

0226―42―3100

0226―42―2600 0225―72―3134
0220―58―2111

022―367―5111 0224―38―1050
0228―52―2111（代）�

0229―43―2111（内線175）�
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1

1.2

3.

4.

2

3

4

大
河
原
町
〈
蟹
清
水
〉�

【蟹清水】�
「蟹清水」はこの池の奥から静かに湧き
出している。ここから北の峠を越えると、や
がて山形へ続く羽州街道に出会う。この
ことから、かつて「蟹清水」は多くの旅人
の喉を潤したとも考えられる。沢ガニが棲
んだ清水や堤は池に変わったが、今は春
の花々を装って相変わらず通りすぎる人
に潤いを与えているのだ。�
この「蟹清水」は、平成八年に行われた
第三回全国利き水コンクールでは見事に
第二位を獲得したほど、いまだに水質は良
いという。（「蟹清水」は個人所有ですので、
無断立ち入りはご遠慮下さい）�
【「蟹清水」が流れ込むセリ田跡】�
かつてのセリ田にはクレソンが自生し、夏
になればホタルが乱舞するという。水辺
を覗けば、確かにホタルの餌となるカワニ
ナも生息している。これは水がきれいな証
である。�
【大河原町白石川沿いの一目千本桜】�
「蟹清水」が大河原の田畑を潤し、流れ
着く先は白石川。春、桜の季節にはここで
も多くの人を楽しませている。�
�
出典：大河原町史　　�
本文は、「遠い昔、蟹が棲んでいたことか
ら蟹清水と呼ばれ、どんな干ばつでも涸れ
ることはなかった」の意。�

「
蟹
清
水
」
が
湧
き
出
づ
る
地
は�

  

清
水
の
郷
な
り�

往
古
ハ
此
ノ
所
水
本
ニ
蟹
住
居
、�

奇
怪
ノ
儀
ト
モ
コ
レ
ア
リ
候
由
ニ
ツ
キ
蟹
清
水
ト
唱
ヘ
来
リ
候
由
ニ
御
座
候
、�

唯
今
共
ニ
如
何
様
の
千
魃
ニ
モ
水
涸
れ
申
さ
ず
候
事�

�

こ
れ
は
安
永
の
風
土
記（
安
永
六
・
一
七
七
七
年
記
）に�

紹
介
さ
れ
た
名
水「
蟹
清
水
」の
記
述
で
す
。�

�

「
蟹
清
水
」
と
い
う
不
思
議
な
名
前
に
ひ
か
れ
て
現
地
を
訪
れ
て
み
る
と�

こ
の
清
水
の
所
在
地
は
「
堤
大
井
戸
」
と
い
う
地
区
。�

そ
の
地
名
か
ら
し
て
も
、水
と
の
か
か
わ
り
の
深
さ
が
想
像
で
き
ま
す
。�

か
つ
て
は
多
く
地
域
に
水
を
供
給
し�

ダ
ム
と
し
て
の
役
目
も
担
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。�

�

時
の
流
れ
を
重
ね
た
今�

変
わ
ら
ず
に
湧
き
出
し
て
い
る
そ
の
清
水
は�

人
知
れ
ず
美
し
い
花
々
を
映
し
だ
し�

さ
な
が
ら
桃
源
郷
の
よ
う
で
し
た
。�

か
に�

し�

み
ず�

蔵王PA

至村田IC

蔵王町�

白石市�

東北自動車道�

東北新幹線�

国道4号�
白石川�

蟹清水�

大河原町役場�

大河原町�

金ヶ瀬�

（注）�

（
注
）�
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　�
����

　
県
内
の
経
済
活
動
が
停
滞
す
る
中
、地
域
の

優
位
性
や
特
性
を
生
か
し
、競
争
力
あ
る
産
業

の
育
成
と
新
た
な
産
業
づ
く
り
に
取
り
組
む
た

め
、現
在
あ
る
地
域
産
業
振
興
課
、商
業
・
流
通

課
、産
業
技
術
振
興
課
を
再
編
し
ま
す
。�

　
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
新
産
業
の
創
出
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
育
成
、中
小
企
業
の
経
営
革
新
の
支

援
等
を
行
う
新
産
業
振
興
課
、食
の
安
全
安
心

を
基
本
と
し
た
食
産
業
の
振
興
や
商
店
街
の
活

性
化
を
推
進
す
る
食
産
業
・
商
業
振
興
課
、海

外
ビ
ジ
ネ
ス
に
乗
り
出
そ
う
と
す
る
意
欲
的
な

企
業
等
を
支
援
、育
成
す
る
と
と
も
に
、優
れ
た

経
営
能
力
や
技
術
開
発
力
を
有
す
る
海
外
企
業

と
の
交
流
や
業
務
提
携
を
推
進
す
る
国
際
経
済

室
、試
験
研
究
機
関
の
効
率
的
な
研
究
開
発
を

推
進
す
る
研
究
開
発
推
進
課
を
設
置
し
ま
す
。�

��

　
平
成
十
六
年
十
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
に
か

け
て
行
わ
れ
る「
第
二
十
七
回
全
国
障
害
者
技

能
競
技
大
会（
ア
ビ
リ
ン
ピック
み
や
ぎ
２
０
０
４
）」

に
向
け
、新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
障
害
者
の

職
業
能
力
の
開
発
と
雇
用
促
進
に
資
す
る
よ
う

に
準
備
を
行
い
ま
す
。�

��

　
重
度
・
重
複
障
害
児
者
や
高
齢
者
な
ど
の
方
々

が
、地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
安
心
し
て
送
れ

る
よ
う
に
、地
域
で
の
生
活
支
援
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。�

��

　
こ
れ
ま
で
中
央
お
よ
び
古
川
の
二
地
域
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
で
全
県（
仙
台
市
を
除
く
）を
担
当
し

て
い
ま
し
た
が
、石
巻
地
域
、気
仙
沼
・
本
吉
地
域

を
担
当
す
る
石
巻
地
域
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、県
東
部
沿
岸
地
域
の
児
童
相
談
機
能
の
強

化
を
図
り
ま
す
。　
０
２
２
５（
９
５
）１
１
２
１�

��

　
社
会
情
勢
の
変
化
や
離
婚
な
ど
に
よ
る
母
子

家
庭
の
増
加
、配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
よ
る
被
害

者
の
増
加
な
ど
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
よ
る
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、「
み
や
ぎ

女
性
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
す
。ま

た
、こ
の
セ
ン
タ
ー
の
中
核
を
担
う
婦
人
相
談
所
が

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、

婦
人
相
談
所
の
名
称
を「
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
改
め
ま
す
。　
０
２
２（
２
５
６
）５
２
０
３�

��

　
現
在
あ
る
消
防
防
災
課
、危
機
管
理
室
を
再

編
し
、大
規
模
地
震
災
害
等
危
機
に
係
る
総
合

的
な
対
策
の
立
案
体
制
の
充
実
や
発
生
時
に
お

け
る
機
動
力
の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、危
機
管

理
体
制
の
強
化
お
よ
び
一
元
化
を
行
い
ま
す
。�

��

　
こ
れ
ま
で
出
納
局
管
理
課
で
行
っ
て
き
た
物
品

購
入
事
務
に
加
え
て
、県
庁
で
行
っ
て
い
る
公
共
工

事
等
の
入
札
・
契
約
を
行
い
ま
す
。�

����

　
婦
人
相
談
所
の
移
転
に
伴
い
廃
止
さ
れ
ま
す

が
、現
在
あ
る
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
、中
央
地
域

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
、障
害
者
更
生
相
談
所
は
移
転

せ
ず
業
務
を
行
い
ま
す
。�

��

　
首
都
機
能
移
転
の
促
進
活
動
に
一
応
の
区
切

り
が
付
く
こ
と
か
ら
、室
を
廃
止
し
、今
後
は
、政

策
課
が
関
連
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。�

��

　
青
年
の
意
識
の
変
化
に
伴
い
、利
用
の
実
態
も

変
化
し
た
こ
と
か
ら
、仙
台
青
年
の
家
が
果
た
し

て
き
た
生
涯
学
習
機
能
を
図
書
館
の
生
涯
学
習

室
で
行
い
ま
す
。�

�����

　
病
院
の
専
門
性
・
機
能
を
明
確
に
し
て
、適
切

な
医
療
機
関
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
、県
立
病
院

の
名
称
を
改
め
ま
す
。�

○
瀬
峰
病
院
　
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー�

○
名
取
病
院
　
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー�

　�
�

県政ニュース�

お
問
い
合
わ
せ
　�

人
事
課
　
0
2
2（
2
1
1
）2
2
2
5
�

�

新しい行政需要に対応し、県民サービスの向上を図るために、�
組織体制を見直しました。平成１５年４月１日から、下記のとおり変更になります。�

み
や
ぎ
女
性
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置�

�

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
廃
止�

�

県
立
病
院
の
名
称
変
更�

�

仙
台
青
年
の
家
の
廃
止�

�

首
都
機
能
移
転
対
策
室
の
廃
止�

�

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
室
の
設
置�

地
域
生
活
支
援
室
の
設
置
　�

�

産
業
経
済
部
の
再
編�

�

石
巻
地
域
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
設
置�

�

契
約
課
の
設
置�

危
機
対
策
課
・
消
防
課
の
設
置�

�

再
編
さ
れ
る
も
の
・�

新
た
に
設
置
さ
れ
る
も
の�

廃
止
さ
れ
る
も
の�

�

名
称
を
変
更
す
る
も
の�

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.m

iyag
i.jp
/zin
zi

県の組織が�
　変わります�
県の組織が�
　変わります�

　宮城を愛する、あなたの夢のある提案をお待ち
しています。また、知事へのメッセージや日ごろ
県政についてお気づきの点などもお寄せください。�
　知事が目を通し、関係部課でも県政を進める上
での参考とさせていただくほか、関係する国・市
町村の機関に名前や住所などの個人情報を伏せた
上で、内容をお知らせすることがあります。�

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
8
番
1
号
�

　
　
　宮

城
県
知
事
行
�

料
金
受
取
人
払
�

仙
台
中
央
局
�

承
　
　
　
認
�

　
差
出
有
効
期
間
�

　
平
成
１
6年
３
月
�

　３１
日
ま
で
�

　
（
切
手
不
要
）
�

127
※郵送の場合は外側の線をハサミで切り離し、こちらを表にして２つ折にした後、のり付けして封筒にしてください。�

…知事への手紙…�

や　　ま　　折　　り�

おき
かせく

ださいあなたの声を

�

「県民の想いデータベースシステム」とは…�

　県に寄せられる意見・要望・提言・苦情等を集約整理し、分

析するとともにインターネットで内容を公開するシステム。�

　県民の皆様のニーズを把握し、県政に反映させるため開発さ

れました。�

ここにのりしろ�を貼り合わせてください。�

こ
こ
に
の
り
し
ろ
�
を
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。�

こ
こ
に
の
り
し
ろ
�
を
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。�
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�お問い合わせ　宮城県総務部広報課�022（211）2285

について�
わたしの提案�

（ファクシミリの場合は、切り取らずにこのままお送りください。）�

  宮城県知事　行　FAX　022（263）3780 Eメールもご利用ください。�tegami@pref.miyagi.jp

ご住所　〒� お名前(フリガナ)

男・女�

年代�

ご職業�

歳代�

性別�

（差出人）�

　お手紙の要旨を「県民の想いデータベース」（裏面参照）として、
インターネットで県民の皆さんにご紹介させていただく場合があり
ます。その場合、お名前は伏せますが、年代・性別・居住市町村名
は掲載されます。下のどちらかを○で囲んでください。�

掲載してもよい・掲載不可�

@　　（　　　）�

の　　り　　し　　ろ　　B�

の
　
　
り
　
　
し
　
　
ろ
　
　
A�

の
　
　
り
　
　
し
　
　
ろ
　
　
C�

「県民の想いデータベース」に�

※
県
が
負
担
す
る
郵
送
料
は
一
通
あ
た
り
九
十
五
円
で
す
。�

商工会の�
合併・広域連携�
スタート�

メディカル�
コントロール�
体制スタート�

◎お問い合わせ�

◎お問い合わせ�

　
商
工
会
は
、商
業
や
工
業
な
ど
事
業
の
経
営
改
善
を
進

め
て
、地
域
の
発
展
を
目
指
す
公
共
性
の
高
い
商
工
業
者

の
団
体
で
す
。商
工
会
で
は
、経
営
指
導
員
が
金
融
や
税
務

な
ど
の
窓
口
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、巡
回
に
よ
る
経
営

相
談
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
近
年
、商
工
会
に
は
、従
来
の
相
談
に
加
え
て
創
業
や
経

営
革
新
な
ど
の
専
門
的
な
相
談
が
増
え
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、経
営
指
導
員
が
一
〜
二
人
の
小
規
模
な
商
工
会
な

ど
で
は
、多
様
化
・
専
門
化
す
る
相
談
に
な
か
な
か
対
応
で

き
な
い
状
況
で
し
た
。�

　
こ
の
た
め
、県
で
は
、県
商
工
会
連
合
会
と
商
工
会
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
結
果
、四
月
一
日
か
ら

ほ
ぼ
一
斉
に
、六
十
八
の
商
工
会
が
二
十
七
の
広
域
組
織
体

（
広
域
合
併
二
、広
域
連
携
二
十
五
）と
し
て
再
編
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
商
工
会
の
活
動
が
広
域

化
さ
れ
、経
営
指
導
員
を
集
中
さ
せ
て
指
導
能
力

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
ま
た
、こ
の
広
域
連
携
は
、順
次
合
併
に
移
行

し
て
い
く
た
め
の
一
時
的
な
組
織
と
し
て
導
入
さ

れ
ま
す
。今
後
、県
で
は
、地
域
産
業
の
発
展
に
一

層
貢
献
で
き
る
商
工
会
と
な
る
よ
う
に
、合
併
支

援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。�

　
県
内
で
は
、七
十
一
の
救
急
隊
が
傷
病
者
を
医
療
機

関
に
搬
送
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、救
急
救
命
士
の
資
格

を
持
つ
救
急
隊
員
で
も
、医
師
の
指
示
が
な
け
れ
ば
、心

肺
機
能
停
止
患
者
に
対
し
て
心
拍
や
呼
吸
を
取
り
戻

す
た
め
、除
細
動（
心
拍
を
再
開
さ
せ
る
た
め
の
電
気
ショッ

ク
処
置
）な
ど
の
特
別
な
処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。�

　
そ
こ
で
県
で
は
、医
療
機
関
と
連
携
し
た
救
急
救
命

活
動
を
目
指
し
て
、現
場
で
無
線
な
ど
を
通
し
た
助
言

や
、救
急
活
動
が
適
切
に
行
わ
れ
た
か
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な
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県
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は
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後
も
、
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民
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皆
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率
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上
を
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し

て
、医
療
機
関
お
よ

び
消
防
機
関
と
共
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
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合併・広域連携のようす�
合併商工会……2ケ所�

広域連携商工会……25ケ所 （H15.4.1　一斉スタート）�

H15.4.1…仙台市内3商工会（泉・宮城・仙台市秋保）、 H15年度中…加美郡内4商工会�

泉�

宮城�

仙台市秋保�

名取市�

角田市�

多賀城市多賀城市�多賀城市�

岩沼市�

蔵王町�

七ヶ宿町�

大河原町�

村田町�
�

柴田町�

丸森町�

亘理町�

山元町�

松島町�

七ヶ浜町七ヶ浜町�七ヶ浜町�

利府町�

大和町�

大郷町�

富谷町�

大衡村�

中新田町�

小野田町�

宮崎町�

色麻町�
松山町�三本木町�

鹿島台町�

岩出山町�

鳴子町�

涌谷町�

田尻町�

小牛田町小牛田町�小牛田町�

南郷町�

築館町�

若柳町若柳町�若柳町�

栗駒町�

高清水町高清水町�高清水町�

一迫町�
�

瀬峰町瀬峰町�瀬峰町�

鴬沢町�

金成町�

志波姫町志波姫町�志波姫町�

花山村�

佐沼�
登米町�

東和町�

中田町�

豊里町豊里町�豊里町�
米山町�

石越町石越町�石越町�

南方町�

河北町�

矢本町�

雄勝町雄勝町�雄勝町�

河南町�

桃生町�

鳴瀬町�

北上町�

女川町�石巻市�
稲井�

牡鹿町�

志津川町�

津山町�

本吉町�

唐桑町唐桑町�唐桑町�

歌津町�

消防課�
    ０２２（２１１）２３７３�
http://www.pref.miyagi.jp/syobou/

団体指導検査課�
    ０２２（２１１）２７５１�
http://www.pref.miyagi.jp/dantai/
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県からのお知らせは、ｉモード「テレモｉ情報」、j-sky・EZ-web「テレモ自治体情報」でもご覧いただけます。

みやぎ県政だより　15.4.117

野外活動センター@0225
（88）2337へ（先着順）

「春・新しい自分発見」
参加者募集

期日＝５月２４日º～２５日∂（１
泊２日）
場所＝泉が岳青年の家
対象＝小学４年生以上４０人
内容＝野外炊飯、創作活動、冒
険プログラムなど
参加費＝１人３,１５０円
申し込み＝４月２２日∏午前９時
～４月２７日∂午後５時までに青
年の家@022（379）2311へ

ギガビットネット
ワーク・シンポジウム
in 東北
超高速ネットワークがもたら
す新しい情報化社会を、皆さん
で考えてみませんか。
日時＝５月１５日∫午後１時３０分
～午後５時
場所＝アエル５階多目的ホール
内容＝A基調講演（三井物産戦

催し�

略研究所長　寺島 実郎氏）B

パネル・ディスカッション等
申し込み＝東北マルチメディ
ア・アプリケーション技術開発推
進協議会@022（268）4586、
Eメール（info@tma.gr.jp）へ

県情報政策課
@022（211）2473

「看護の日」記念式典

日時＝５月１６日ª午前１０時～午
後０時３０分
場所＝宮城県民会館大ホール
内容＝A看護功労者等の表彰B

記念公開講演「笑いはたっぷり、
健康はしっかり」（落語家・教
育評論家　桂 文喬氏）
参加費＝無料

県医療整備課
@022（211）2615

地域社会と鯨に関する
全国自治体サミット

地域文化、伝統と鯨の関わり
について討議し、捕鯨に関する
自治体の役割を検討します。な
お、会議終了後、鯨料理の試食
会も予定しています。
日時＝５月２６日∑午後２時～午
後４時
参加費＝無料

問

問

場所＝江陽グランドホテル
定員＝５００人程度
申し込み＝事前登録制です。県
漁業振興課@022（211）
2931へ
※５月２５日∂には、県庁１階ロ
ビーで「海の幸フェスティバル」
を開催し、鯨料理などを提供し
ます。（参加は自由です）

みやぎ就職ガイダンス

平成１６年３月新規大学等卒業
予定者と県内企業とが一堂に会
する合同面接会を開催します。
（既卒者も参加できます）
日時＝４月２４日∫午後１時～
場所＝仙台サンプラザホール

県労政・雇用対策課
@022（211）2772
http://www.pref.miyagi.jp/
rouko/

せんだい・宮城
フィルムコミッション
設立記念イベント
内容＝A映画上映Bトークショー
日時＝４月２７日∂午後２時～
場所＝せんだいメディアテーク
参加費＝無料
定員＝１８０人（抽選）
申し込み＝郵便番号、住所、氏

問

名（ふりがな）、電話番号を記入
し、往復はがき（〒９８０-８６７１住
所不要）、Ｅメール（kankokoryu
@s i i p . c i ty . senda i . j p）、
FAX022（267）6292で仙台
市観光交流課FC係へ
申込期限＝４月１５日∏（必着）

仙台市観光交流課
@022（214）8260

県観光課
@022（211）2822

薬物関連専門相談

麻薬、覚せい剤、シンナー、
大麻など、薬物乱用に関する面
接相談を受け付けています。
（無料・要予約）申し込みは、県
の各保健所・支所および下記へ

県薬務課
@022（211）2653

県精神保健福祉センター
@0229（23）1603
＊診療も実施しています。（有料）

問

問

相談�

問

問

■子どもの本展示会�
■内　容　「ファンタジー」「自由研究」「大型絵本」「読み聞かせ」など、テーマご

とに本を展示します。また、「触察絵本」「布の絵本」もあわせて展示し
ます。�

■日　時　４月２３日π～２９日∏午前９時３０分～午後５時�
■場　所　ホール養賢堂（２階）�
【今月の休館日】�
　月曜日（７日、１４日、２１日、２８日）�
　館内整理日（４日ª）�
�
�
■特別展　「生誕１００年記念展　棟方志功―わだばゴッホになる―」�
■期　間　４月５日º～６月１５日∂�
■観覧料　一般１,０００円、大学・高校生８００円、小・中学生５００円�
【今月の休館日】�
　月曜日（７日、１４日、２１日、２８日）�
�
�
■館長講座「古代地方役所の考古学」（入場無料）�
■日　時　４月１９日º午後１時３０分～午後３時「中央集権の時代と地方分権の時代」�
【今月の休館日】�
　月曜日（７日、１４日、２１日、２８日）�
�
�
■日　時　４月２３日π午後０時１５分～４５分�
■場　所　県庁１階県民ロビー�
■出　演　JAZZ  HORN�
■曲　目　「星に願いを」「イパネマの娘」「A列車で行こう」ほか�

ラジオ�

みやぎ情報クルーズ～ミューン～�
宮城テレビ放送�

毎週月曜日　午後９時５４分～９時５７分�

コミュニティFM

県からのお知らせ�
TBCラジオ�

毎週金曜日　午後３時５９分～４時�

ラジオ県民だより�
TBCラジオ�

毎週土曜日　午前１０時２５分～１０時３０分�

アラウンド ザ ミヤギ�
Date FM

毎週月～金曜日　午前１０時３５分～１０時３９分�

テレビ�

毎週月～金曜日　午後５時２０分～５時２４分�

毎週月～金曜日　午後５時５０分～５時５４分�

毎週月～金曜日　午後５時５０分～５時５４分�

毎週月～金曜日　午後５時１５分～５時１９分�

毎週月～金曜日　午後５時１５分～５時１９分�

毎週月～金曜日　午後５時２０分～５時２４分�

県からのお知らせを分かりやすく楽しくお伝え
します。（文字スーパー付き）�

たきたて！みやぎDON
仙台放送�

第３土曜日（毎月）　午後１時～１時２５分�
再放送　放送日の翌週火曜日�
　　　　午前１時３３分～午前１時５８分�

行政情報、県内各地の話題などホットで新鮮な
情報を満載した、みやぎの今を伝える情報誌感
覚の番組です。（文字スーパー付き）�

番組キャラクター �
ミューン�

宮城県図書館� 022(377)8441

宮城県美術館� 022(221)2111

県民ロビーコンサート� 県生活・文化課�問� 022(211)2527

東北歴史博物館� 022(368)0101

美術館、東北歴史博物館の
小・中学生、高校生の常設
展観覧料は無料です。�

ラ ジ オ 3 �

FMじょんぱ�

F M い ず み �

ほ ほ え み �

BAY WAVE�

ラジオ石巻�

グッドライフみやぎ�

ハピネスみやぎ�

みやぎ情報アラカルト�

みやぎ情報ピックアップ�

みやぎニューズウィンド�

ライフネットみやぎ�

よろしくね！�

●ダテナビ１００選｢亘理町・山元町」�
●特集「食品もリサイクル？」�
●旬のひと味「デリシャストマト（鹿島台町）」�

4月 県政�県の施設の催しガイド�

新番組� 新番組�

女性指導者養成研修生
募集説明会開催

専門性の高い県外・国外研修
を企画し、研修を行います。
日時＝４月２５日ª

対象＝県内在住の成人女性で４
月１日現在、満６０歳以下の方
（この研修に未参加の方）
申し込み＝４月２２日∏までに県
生涯学習課@022（211）
3652へ

みやぎの生き物調査に
ご協力ください

県では、ウグイス・カッコウ
などの身近な野鳥、また、平成
１２年度に発行した「宮城県の希
少な野生動植物－宮城県レッド
データブック－」に記載されて
いるような希少な野生鳥獣の生
息情報を、インターネットを通
じて県民の皆さんから募集する
「みやぎの生き物調査」を開始
しました。皆さんの身近な所で
この鳥（動物）を見た、声を聞
いたということがありました
ら、情報をお寄せください。詳
しくは、ホームペ－ジ「みやぎ
の生き物調査」をご覧ください。

自然保護課
@022（211）2673
http://www.pref.miyagi.jp/
sizenhogo/

問

はじめよう！
こどもエコクラブ

「こどもエコクラブ」は、リ
サイクルや自然観察など環境に
関する活動に取り組むクラブの
ことで、小・中学生なら誰でも
サポーターとなる大人とグルー
プを作って登録することができ
ます。無料登録すると全会員に
会員手帳やバッジ、ニュースレ
ターが届くほか、１年間がんば
って活動すると「アースレンジ
ャー認定証」が送られます。み
なさんも「こどもエコクラブ」
の活動を始めてみませんか。

県環境政策課
@022（211）2661

在職者向け講習会
受講生募集

コース＝AC言語入門øBC言
語入門¿C工事担任者デジタル
３種受験（直前対策）
期日＝A４月１２日º～１３日∂B

４月１９日º～２０∂日C５月１０日
º～１１日∂

場所＝白石高等技術専門校
授業料＝無料（テキスト代別途）
申し込み＝往復はがきに、希望
コース、郵便番号、住所、氏名、
生年月日、電話番号、勤務先、受
講を希望される理由を記入し、
白石高等技術専門校へ（抽選）

問

申込期限＝AB４月７日∑C４
月１４日∑（必着）

白石高等技術専門校
〒９８９-１１０２ 白石市白川津田字
新寺前５-１
@0224（35）1511

加瀬沼公園美化・緑化
ボランティア団体募集

県立都市公園「加瀬沼公園」
で、美化・緑化活動などを自主的
に継続して行っていただく団体
のボランティアを募集します。
募集期間＝４月１０日∫～３０日π

活動期間＝平成１５年度
申し込み＝県公園緑地室@022
（211）3138、仙台東土木事務
所@022（364）7115へ

自然観察会参加者募集

テーマ・場所＝A５万本のツツ
ジと野鳥のさえずり・歌津町B

原生林の郷で自然を満喫しませ
んか・大和町・升沢自然遊歩道
期日＝A５月２０日∏B５月２３日ª

定員＝AB４０人（抽選）
集合場所＝A県気仙沼合同庁舎
またはJR歌津駅前B県仙台合
同庁舎
参加費＝無料（各集合場所まで
は各自負担・昼食持参）
申し込み＝４月２５日ªまでに住
所、氏名、年齢、電話番号、希
望人数を記入したものと、返信

問

用の８０円切手を同封し、下記へ
申し込み・お問い合わせ＝
A気仙沼地方振興センター
〒９８８-００３４ 気仙沼市朝日町
１-１
@0226（24）2535
B仙台産業振興事務所
〒９８１-８５０５ 仙台市青葉区堤通
雨宮町４-１７
@022（275）9253

野外教育施設
ボランティア養成講座
参加者募集
期日＝５月１０日º～１１日∂

場所＝蔵王少年自然の家
対象＝大学生、社会人の方２０人
内容＝野外活動研修、講話等
参加費＝１人３,０００円程度
申し込み＝４月１０日∫午前９時
から 蔵王少年自然の家@

0224（34）2101へ（先着順）

シニアのための
アウトドア入門
参加者募集
期日＝５月１７日º～１８日∂

場所＝松島野外活動センター
対象＝野外活動スポーツ愛好者
など（年齢不問）４０人
内容＝マレットゴルフ、ハイキ
ング、釣り、野外炊飯など
参加費＝１人２,５００円
申し込み＝４月１７日∫から松島

県内に住む２０歳以上の方（１人または３人以内の小グループ）�

各コースとも１日４３人（抽選。複数応募は不可）�

無料（昼食持参。有料施設の見学は実費負担）�

往復はがきの往信面に、A参加希望日（県庁発着分は第２希望

まで）B参加希望者全員分の住所、氏名、年齢C申込者（代表

者）の電話番号、返信面に申込者（代表者）のあて先を記入し、

県広報課または各地方県事務所（地方振興センター）へ�

４月２１日∑（消印有効）�

Aコース　５月２０日∏　東北歴史博物館ほか�
Bコース　５月２９日∫　農業・園芸総合研究所、薬用植物園ほか�
Cコース　６月  ４日π　防災へリコプター管理事務所ほか�

●５月２９日∫　県庁、県警察本部、県美術館�
　 　気仙沼地方振興センター�
　 　〒９８８-００３４　気仙沼市朝日町１-１　@0226-24-3186
●６月５日∫　水産研究開発センター、サン・ファン館�
　 　大河原地方県事務所�
　 　〒９８９-１２４３　大河原町字南１２９-１　@0224-53-3111 
●６月６日ª　水産研究開発センター、サン・ファン館�
　 　迫地方県事務所�
　 　〒９８７-０５１１　迫町佐沼字西佐沼１５０-５　@0220-22-6111 

問�

問�

問�

問�

対　　象�

申し込み�

申込締切�

県庁発着�

各合同庁舎発着�

募集人員�

参 加 費 �

県広報課　〒９８０-８５７０ 住所不要　@022-211-2285

※平成14年度に参加された方の応募はご遠慮願います。�

統一地方選挙   �
お知らせ�

統一地方選挙   �
お知らせ�

統一地方選挙   �
お知らせ�

宮城県議会議員選挙・仙台市議会議員選挙�
4月13日（日）�

市町村長選挙・市町村議会議員選挙（県内38市町村）�
4月27日（日）�

■県選挙管理委員会事務局　　022（211）2343�
　お住まいの市区町村選挙管理委員会�
問�

○投票日当日に用事などで投票所に行くことができない方は、不在者投票
をしましょう。投票時間、不在者投票時間は、原則として午後8時までで
す。棄権をしないで、必ず投票しましょう。�

○今回の宮城県議会議員選挙から選挙公報を発行することになりました。�

宮城県議会議員選挙では、平成15年1月4日以降、宮
城県内の他の市区町村から現在住んでいる市区町村
に住所を移された方は、現在住んでいる市区町村か
ら「引き続き宮城県内に住んでいる旨の証明書」の
交付を受けて前の住所地で投票することになります。�
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点字県政だよりをお届けします。視覚に障害がある方のために点字またはカセットテープによる県政だよりをお届けします。 ú宮城県視覚障害者福祉協会@（022）257-2022問

みやぎ県政だより　15.4.119

@022（221）7171

各警察署生活安全課

「警備業法」の
一部改正について

「警備業法の一部を改正する法
律」が３月３１日に施行されました。
【主な改正点】○欠格事由に関
する規程の整備。暴力団員等に
係る欠格事由や精神病者に係る
欠格事由の見直し○変更届出手
続きの簡素化○認定取消事由の
追加

県警察本部生活安全企画課
@022（221）7171

各警察署生活安全課

危険物取扱者試験

試験の種類＝甲種、乙種全類お
よび丙種
試験日＝６月２９日∂

会場＝東北大学川内北キャンパ
ス講義棟、柴田農林高校、石巻
工業高校、古川工業高校
願書＝５月６日∏～１６日ªに各
地区危険物安全協会等（各地区
消防本部内）、õ仙台市防災安
全協会で配布・受け付け

ú消防試験研究センター宮
城県支部

@022（276）4840

県消防防災課
@022（211）2374

前期技能検定試験

期間＝６月１１日π～９月７日∂

申込受付＝４月３日∫～１６日π

実施職種＝１級・２級（ビル設
備管理等３８職種）、３級（和裁、
舞台機構調整など９業種）、単
一等級（路面標示施工）
申し込み＝宮城県職業能力開発
協会@022（271）9917、県
産業人材育成課@022（211）
2763へ

平成15年度宮城県職員
採用試験案内

県職員・警察官採用試験案内
（申込書）は、５月６日∏ごろ
から配布する予定です。試験に
関する詳しい内容も、５月６日
∏ごろに公表します。
試験案内配付場所＝県庁１階総

問

問

資格・試験�

問

問

問

合案内、県人事委員会事務局、
各地方県事務所総務班、気仙沼
地方振興センター総務班、県図
書館、県東京事務所、県警察本
部警務課、県内各警察署など
【採用試験・県業務説明会】
内容＝主に大学卒業程度試験、
警察官Ａ試験対象
日時＝５月１３日∏午後１時３０分～
場所＝県庁２階講堂

県人事委員会事務局職員課
@022（211）3761

二級・木造建築士試験

【二級建築士試験】
学科＝７月６日∂

設計製図＝９月２８日∂

【木造建築士試験】
学科＝７月２７日∂

設計製図＝１０月１２日∂

申込受付期間＝４月１４日∑～１８
日ª（申込書は４月７日∑から
配布）

õ宮城県建築士会
@022（262）2867

県建築宅地課
@022（211）3245

ニュー・アート・
コンペティション
of Miyagi出展者募集
若手作家の発掘・育成を図る
ための公募展を開催します。
応募資格＝県内在住者または県
出身者（県内の学校等への在籍
経験を含む）で、平成１５年５月
末日現在で４５歳未満の方
募集期限＝５月３１日º（消印有効）
賞・賞金＝最優秀賞…１点・５０
万円

県生活・文化課
@022（211）2527

障害者IT指導者
養成講座受講者募集

情報通信技術に一定の知識を
お持ちの肢体不自由の方を対象
に、スキルアップ研修を実施し、
就労や県主催のＩＴ講習会等で
の講師を目指します。
対象＝身体障害者手帳１～３級
程度所持者で、週１回程度の研修
に通える方５人程度（選考あり）
日時＝５月～平成１６年３月
場所＝２１世紀プラザ研究センタ

問

募集�

問

問

問

ー（仙台市泉区高森２-１-４０）
申し込み＝４月１５日∏までにñ

テクノプラザみやぎ@022
（374）3100へ

宮城県少年の船
参加者募集

対象＝【一般団員】県内の小学
校５･６年生【組リーダー】高校
生・専門学校生等で４月１日現
在で１８歳未満の方
研修日程＝【花山事前研修】７
月２５日ª～２７日∂【訪問地研修】
８月２日º～６日π（A岐阜コ
ースB富士コースに分かれて、
自然体験学習）
募集人員＝一般団員…A１０８人
B１４４人、組リーダー…２１人
募集期間＝４月７日∑～３０日π

（必着）
申し込み＝宮城県少年の船実行
委員会（県青少年課内）@022
（211）2558へ

原子力センター等
見学会参加団体募集

対象＝４０人程度の団体６組
実施月＝５月～７月
見学地＝県原子力センター（女
川町）他
参加費＝無料（昼食持参）
申し込み＝団体の名称、代表者
の住所、氏名、電話番号、見学
希望月日を記入し、はがき（〒
９８０-８５７０住所不要）またはFAX
で県原子力安全対策室へ
申込締切＝４月１８日ª（必着）

県原子力安全対策室
@022（211）2607
FAX022（211）2695

青年海外協力隊・
シニア海外
ボランティア春募集
募集期間＝４月１０日∫～５月２０日∏

募集説明会＝
【青年海外協力隊】A仙台会場
…４月１０日∫、２６日º、５月９
日ª・仙台第一生命タワービル
１１階C会議室B石巻会場…４
月２１日∑・石巻市中央公民館
※時間はいずれも午後６時３０分
～午後８時３０分
【シニア海外ボランティア】
A４月１４日∑午後６時３０分～午
後８時３０分B４月２６日º午後３
時～午後５時
※場所はいずれも仙台第一生命
タワービル１１階C会議室

JICA東北支部問

問

@022（223）5151

県国際交流課
@022（211）2277

芸術銀河2003
ポスターデザイン募集

今秋９月からに開催する芸術
銀河２００３のＰＲに使用するポス
ターのデザインを募集します。
応募資格＝高校生以上で、県出
身者、県内在住または通勤・通
学する方
募集期限＝５月３０日ª（消印有
効）
賞・賞金＝A最優秀賞…１点・
２０万円B優秀賞…２点・５万
円C佳作…３点・２万円（高校
生の場合はそれぞれ５万円、３
万円、１万円の図書券）

県生活・文化課
@022（211）2527

男女共同参画川柳募集

普段の暮らしの中で、男女共
同参画にまつわる「おかしい、
変だ、こうだったらいいのに」
と感じていることなどを川柳に
してください。
募集期限＝６月３０日∑（必着）
応募方法＝作品、作品のコメン
ト、氏名、年齢、性別、職業（学
校名）、住所、電話番号を記入し、
県男女共同参画推進課へ（１人
１点）
応募資格＝県内に在住・勤務等
している方（性別、年齢不問）
賞＝A金賞…１点B銀賞…２点
以内C銅賞…５点以内

県男女共同参画推進課
@022（211）2568

きのこ栽培講座
参加者募集

シイタケ菌を原木へ植菌し、
ほだ場づくりを行います。原木
は、林業試験場で管理し、次回
（１０月予定）に持ち帰ります。
日時＝４月２６日º午前１０時～午
後３時
場所＝林業試験場（大衡村）
参加費＝１,５００円（昼食持参）
定員＝５０人（抽選）
申し込み＝往復はがきに、住所、
氏名、年齢、電話番号および受
講希望と記入し、林業試験場へ
申込期限＝４月１４日∑（必着）

林業試験場
〒９８１-３６０２ 大衡村大衡字はぬ
木１４
@022（345）2816

問

問

問

問

自動車税・
自動車取得税の
身障減免について
心身に一定の障害を持つ方が
所有・取得する自動車で、もっ
ぱら本人または本人の通院・通
学などのために、生計を一にす
る家族の方が運転するもの等に
ついては、定められた期限内
（取得の際は申告時）に申請す
ることで減免されます。なお、
毎年更新が必要で、今年の申請
期限は５月２６日∑です。また、
対象となる車両を変えた場合も
新たに申請が必要です。

県税務課
@022（211）2326

各地方県事務所、各県税事務
所、気仙沼地方振興センター

住民基本台帳
ネットワークシステムの
利用について
４月１日から、新たにA～D

の手続きに住民基本台帳ネット
ワークシステムを利用する場
合、「住民票の写し」などの提
出が不要になります。
【対象手続き】
Aパスポートの新規発給申請・
再発給申請など（県内に住民
登録されている方のみ）

県パスポートセンター
@022（211）2278

気仙沼地方振興センター、
同志津川支所、仙台を除く
各地方県事務所

２４時間テレホンサービス
@022（213）9611
B電気工事士、液化石油ガス設
備士の免状の交付、書き換え
申請など

県消防防災課問

問

問

問

問

暮らし�
@022（211）2377
C電気工事業の登録申請、変更
届出など
申請＝気仙沼地方振興センター、
各産業振興事務所へ

県消防防災課
@022（211）2377
D恩給法による恩給受給者の住
民票記載事項証明手続き

県職員厚生課
@022（211）2245

とらばさみの
適正な使用について

最近県内では、使用者不明の
とらばさみで鳥獣が負傷する事
故が複数回報告されています。
狩猟期間（毎年１１月１５日～翌年２
月１５日）以外は、鳥獣の捕獲許可
を得た上で、住所・氏名などを
記載した標識を付けたとらばさ
みを使用しなければなりません。
また、内径の最大長が１２cm以上
のものや鋸歯のあるものは使用
できません。事故防止のため、
定められた手続きに従って適正
にとらばさみを使用しましょう。

県自然保護課
@022（211）2673

保育士の
登録手続きについて

保育士資格を有し保育業務を
行っている方は、都道府県知事
の登録を受ける必要があり、保
育士証が交付されて初めて保育
士として名乗ることができます。
申請＝下記の機関から「保育士
登録の手引き」を５月以降に入
手し、手引書に従って手続きを
行ってください
受付開始＝５月予定

登録事務処理センター
〒１５０-０００２ 東京都渋谷区渋谷
１-１-８青山ダイヤモンドビル
登録案内専用電話：0120
（041）943（祝日を除く月曜
～金曜日午前１０時～午後６時）

問

問

問

問

FAX･音声案内：03（5485）
3133（終日）
制度に関するお問い合わせ＝県
子ども家庭課@022（211）
2529へ

児童扶養手当制度の
改正について

児童扶養手当については、請
求する方が離婚等により手当の
支給要件に該当した日から５年
を経過すると、請求できない規
定になっていましたが、平成１５
年４月から、この規則が廃止さ
れ、いつでも請求ができること
になりました。（ただし、平成１５
年４月１日現在で既に５年を経
過している方は除かれます）

県子ども家庭課
@022（211）2532

各市区町村担当課

勤労者向け融資が
借りやすくなりました

県では、中小企業等に勤務す
る勤労者向け融資制度の融資利
率を引き下げました。
融資利率＝A生活資金…２.５%
（０.１％引き下げ）B教育資金…
１.８％（０.４％引き下げ）C育児
介護資金…１.５％（０.５％引き
下げ）
申し込み＝宮城労働金庫@

0120（191）962へ
制度に関するお問い合わせ＝県
労政・雇用対策課@022（211）
2771へ

「バリアフリー
私はこう考える」
作文入賞者決定
昨年１１月に仙台保健福祉事務

所管内の小・中学生、高校生か
ら、バリアフリーに関する作文
の募集を行い、入賞者が決定さ
れました。入賞作品は、ホーム
ページに掲載しています。

問

問

入賞者＝A最優秀賞…名取市立
館腰小学校６年渡辺菜々さんB

特選・小学生の部…名取市立相
互台小学校６年嶺岸あゆ美さん
C特選・中学生の部…名取市立
みどり台中学校３年佐々木菜央
さんD特選・高校生の部＝宮城
学院高等学校２年大宮尚子さ
ん、ほか入選１２名、佳作９名

仙台保健福祉事務所
@022（275）9132
http://www.pref.miyagi.jp/
yumeplan/sd-hohuku/

仙台空港が
ますます便利に

４月１日から、ジャルエクス
プレスの仙台～札幌線が１日４
往復に増便され、全日空便とあ
わせて１０往復となります。また、
仙台～大阪（伊丹）線が１日５
往復に増便され、全日空・フェ
アリンク便とあわせて１２往復と
なります。北海道・関西圏への
アクセスが便利になります。
また、２月２７日から仙台～長
春（中国吉林省）間に定期航空
路線が就航しています。宮城県
と吉林省は友好提携しており、
両地域間の交流がさらに深まる
ことになります。
ますます便利になった仙台空
港をご利用ください。

県空港対策課
@022（211）2432

「古物営業法」の
一部改正について

「古物営業法の一部を改正する
法律」の一部が４月１日に施行
されます。
【主な改正点】取り引きの相手
方の確認方法が新設されまし
た。インターネットなどを利用
する非対面取り引きでは、古物
商が相手方の真偽を確認する方
法等が新たに定められました。

県警察本部生活安全企画課問

問

問

平成15年2月1日現在�

県推計人口�

人�

※県推計人口／国勢調査人口を基礎とした総人口※世帯数は、住民基本台帳に基づく平成15年1月末現在の世帯数�

みやぎの人口� 男� 女� 住民基本台帳に基づく世帯数�

世帯�

外国人登録人口�

人�

編�

集�

後�

記�

表紙写真�「はたらく人」  パイプオルガン制作・修復（河南町）�

４月です。いろいろなことが変わる季節です。私の周りの状況も、ふと振り返ってみると、

少し前とは大きく変わっていることに気づきます。それでも、思い出がある風景などは

あまり変わらないといいですね。�

ナ�

「大人になればわかること」、「大人になればできること」。子どもの頃は、そんなこと

がたくさんあったような気がします。４月になりました。またひとつ「大人」になって、

何が見えてくるのでしょうか。楽しみです。�

Ｙ�

新年度というのは、新鮮な感じがしてなかなかいいものですね。しかし、気づけば入庁

○年目。ずいぶん働いた気もするし、あっという間だったような○年です。こんなこと

を思うのは、まだまだ早いと先輩方に言われそうですが…。�

ゆ�

荘厳な音色が聞く人を魅了するパイプオルガン。
その美しい音色を１００年、２００年と後世に伝え
るため、河南町で制作や修復を続けている人
がいます。その活動は、全国をはじめ海外まで
幅広く、県内でも中新田バッハホールや松島
オルゴール博物館などで改修・修復などを手
掛けています。�

2,370,668 人�1,157,730 人�1,212,938 851,035 15,772




